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あけましておめでとうございます。

令和６年の新春を迎え、謹んで新年のお慶びを申し上げます。

旧年中は、会員ならびに関係者の皆様におかれましては、当商工会議所の運営と

事業活動に多大なるご支援とご協力を賜り、心から感謝と御礼を申し上げます。

昨年は、世界各地で新たな紛争や災害の発生。それに伴う原材料や原油価格の高騰。

日本各地においても猛暑や豪雨による影響で、これまでにない物価上昇に見舞われ

ました。しかし、5 月に新型コロナウィルス感染症が 5 類感染症に移行し行動制限が

なくなったことなどを受けて、社会経済活動が活発化しつつあります。

一方、奄美においては二つの大きな節目の年を迎えました。一つ目は、奄美群島

が日本復帰７０周年を迎えました。記念式典等では、復帰の歴史や平和の尊さを再

認識し、次の世代に伝えていくことの重要性を感じました。

二つ目は、国民体育大会が 51 年ぶりに鹿児島で開催。奄美大島でも初の相撲競技

が開催され全国各地から選手が来島し、白熱した熱戦が繰り広げられました。それ

ぞれ全国から多くの出身者や選手、関係者が奄美を訪れ賑やかになりました。

また、当所におきましては、昨年８月に私共の永年の懸案でございました商工会

議所ビルが無事に完成致しました。これもひとえに鹿児島県・奄美市・各種関係団

体及び会員の皆様方のご理解とご協力によるものでございます。

新しいビルの完成により、地域経済団体としての商工会議所が地域住民や会員事

業所等の皆様の繁栄と稼ぐ力の拠点として、より一層努めていきたいと気持ちを新

たにいたしました。

商工会議所の活動は、「会員企業の繁栄」「奄美経済の発展」の実現のため、国・県・

市及び関係機関との連携強化を図りながら、「住みよく、働きやすい島」を目標に会

員皆様のご期待に沿えられるよう役職員一同、精一杯頑張って参りたいと存じます。

何卒今後一層ご支援ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

結びに、会員皆様のご繁栄とご多幸を祈念し、年頭のご挨拶と致します。

令和６年　新年のご挨拶

奄美大島商工会議所

　会頭　有  村   修  一
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【
伊
佐
市
商
工
会
青
年
部
と
の

意
見
交
換
会
】

　
令
和
５
年
９
月
に
、
伊
佐
市
商
工

会
青
年
部
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
会

を
行
い
ま
し
た
。

　
奄
美
か
ら
は
市
役
所
様
、
あ
ま
み

エ
フ
エ
ム
様
、
奄
美
市
社
交
業
組
合

様
も
参
加
し
、
地
域
で
行
事
を
行
う

上
で
の
連
携
や
実
績
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
し
た
。

　
お
互
い
に
地
域
を
盛
り
上
げ
る
た

め
の
様
々
な
意
見
が
取
り
交
わ
さ
れ
、

非
常
に
有
意
義
な
意
見
交
換
会
と
な

り
ま
し
た
。

第
41
回
全
国
会
長
研
修
会

山
海
の
楽
園
こ
う
ち
会
議
】

　
11
月
16
日
㈭
か
ら
18
日
㈯
に
か
け

て
高
知
県
で
行
わ
れ
た
「
第
41
回
全

国
会
長
研
修
会 

山
海
の
楽
園
こ
う
ち

会
議
」
に
平
良
会
長
が
出
席
し
ま
し

た
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
青
年
部
の

仲
間
た
ち
と
青
年
部
の
今
後
の
活
動

に
つ
い
て
研
修
を
受
け
、
ま
た
語
り

合
っ
た
こ
と
で
当
青
年
部
と
し
て
も

非
常
に
学
ぶ
こ
と
の
多
い
研
修
会
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
研
修
を
活
か
し
、

今
後
よ
り
青
年
部
活
動
を
励
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

青
年
部
だ
よ
り

【
第
55
回
九
州
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
総
会

（
鹿
児
島
大
会
）】

　
令
和
５
年
６
月
14
日
㈬
鹿
児
島
市
に
て
「
第
55
回
九

州
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
総
会
（
鹿
児
島
大
会
）」

が
開
催
さ
れ
、
当
女
性
会
か
ら
は
、
６
名
参
加
い
た
し

ま
し
た
。

　
落
語
家
　
桂
　
竹
丸
氏
に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ

れ
、
始
終
明
る
い
笑
い
声
が
会
場
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

【
第
30
回
鹿
児
島
県
下
商
工
会
議
所
女
性
会

　合
同
研
修
会
in
南
さ
つ
ま
】

　
令
和
５
年
11
月
28
日
㈫
南
さ
つ
ま
市
に
て
「
第
30
回

鹿
児
島
県
下
商
工
会
議
所
女
性
会
合
同
研
修
会
」
が
開

催
さ
れ
、
当
女
性
会
か
ら
は
、
６
名
参
加
い
た
し
ま
し

た
。

　
第
１
部
研
修
会
で
は
、「
市
民
目
線
で
〜
地
場
産
業

と
と
も
に
〜
」
を
演
題
と
し
て
、
南
さ
つ
ま
市
長
　
本

坊
　
輝
雄
氏
、
第
２
部
研
修
会
で
は
、「
働
き
つ
づ
け

る
女
性
の
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
を
演
題
と
し

て
㈱
鹿
児
島
銀
行
　
人
事
部
　
参
事
　
中
村
　
啓
子
氏

に
そ
れ
ぞ
れ
講
演
し
て
い
た
だ
き
、
大
変
有
意
義
な
研

修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　【会
員
交
流
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
】

　
令
和
５
年
12
月
２
日
㈯
名
瀬
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
に

て
会
員
交
流
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
会
員
ら
11
名
が
参
加
い

た
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
３
コ
ー
ス
計
24
ホ
ー
ル
を
回
り
、
合
計

打
数
で
そ
れ
ぞ
れ
ス
コ
ア
を
競
い
合
い
、
参
加
者
同
士

親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

女
性
会
だ
よ
り

第 55回九州商工会議所女性会連合会総会（鹿児島大会）
第 30回鹿児島県下商工会議所女性会

合同研修会 in 南さつま会員交流 グランドゴルフ大会
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唐島 　実

大島石油㈱
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豊 　隆文

九州電力送配電㈱
奄美配電事業所

奄美配電事業所長
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代表取締役

西條 志津香

− 5 −

 
 

 
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

          894-0034 12-6 

  TEL 0997-52-6111 FAX 0997-54-0934 

 

 

 

　
奄
美
大
島
商
工
会
議
所
と
沖
縄
県
の 

一
般
財
団
法
人
南

西
地
域
産
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｃ
）
は
11
月
28

日
、
奄
美
市
名
瀬
の
ア
マ
ホ
ー
ム
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｚ
Ａ（
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
）
で
４
年
ぶ
り
13
回
目
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
第
１
部
で
は
、
約
50
名
が
出
席
し
、「
観
光
産
業
連
携

の
可
能
性
を
探
る
」
を
掲
げ
、
有
識
者
に
よ
る
基
調
講
演

と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
両
地
域
の
現
状
や
人
材

不
足
な
ど
の
課
題
を
共
有
す
る
と
共
に
、
沖
縄
・
奄
美
の

視
点
で
観
光
振
興
を
捉
え
、
民
間
が
担
う
連
携
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
。
併
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
情

報
交
換
も
行
い
ま
し
た
。
冒
頭
、有
村 

修
一 

会
頭
は
「
奄

美
・
沖
縄
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
が
実
現
し
、
両
地
域
連

携
の
重
要
性
は
高
ま
っ
て
い
る
」、Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｃ
の
玉
城 

秀

一 

専
務
理
事
は
「
米
軍
政
化
を
経
て
日
本
復
帰
し
た
歴

史
を
持
つ
な
ど
共
通
点
が
多
く
、
一
層
の
関
係
深
化
を
期

待
し
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
。
来
賓
か
ら
、
鹿
児
島
県

大
島
支
庁
長 

新
川 

康
枝  

様
、
奄
美
市
副
市
長 

諏
訪 

哲

郎 

様
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
基

調
講
演
は
、
沖
縄
経
済
同
友
会 

副
代
表
幹
事 

東 

良
和 

様
か
ら
「
地
域
観
光
の
現
状
に
つ
い
て
」
解
説
。
次
に
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
沖
縄
・
奄
美
双
方
か
ら

観
光
関
連
企
業
、
団
体
関
係
者
各
２
人
が
登
壇
。
民
間
レ

ベ
ル
の
連
携
へ
向
け
た
取
り
組
み
や
将
来
像
に
つ
い
て
、

見
解
を
交
え
て
情
報
交
換
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、
懇
親
・
情
報
交
換
会
を
奄
美
山
羊
島
ホ

テ
ル
で
実
施
。
約
30
名
が
出
席
し
、
交
流
を
深
め
る
と
共

に
、
今
後
の
沖
縄
・
奄
美
の
両
地
域
に
お
け
る
連
携
協
力

体
制
の
更
な
る
発
展
が
期
待
で
き
る
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

第
13
回
奄
美
・
沖
縄
経
済
交
流
事
業

〜
奄
美
と
沖
縄
両
地
域
の
観
光
産
業
連
携
の
可
能
性
を
探
る
〜 

第２部　懇親・情報交換会（奄美山羊島ホテル） 第１部　パネルディスカッション（アマホームＰＬＡＺＡ（市民交流センター）） 
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域
連

携
の
重
要
性
は
高
ま
っ
て
い
る
」、Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｃ
の
玉
城 

秀

一 

専
務
理
事
は
「
米
軍
政
化
を
経
て
日
本
復
帰
し
た
歴

史
を
持
つ
な
ど
共
通
点
が
多
く
、
一
層
の
関
係
深
化
を
期

待
し
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
。
来
賓
か
ら
、
鹿
児
島
県

大
島
支
庁
長 

新
川 

康
枝  

様
、
奄
美
市
副
市
長 

諏
訪 

哲

郎 

様
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
基

調
講
演
は
、
沖
縄
経
済
同
友
会 

副
代
表
幹
事 
東 
良
和 

様
か
ら
「
地
域
観
光
の
現
状
に
つ
い
て
」
解
説
。
次
に
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
沖
縄
・
奄
美
双
方
か
ら

観
光
関
連
企
業
、
団
体
関
係
者
各
２
人
が
登
壇
。
民
間
レ

ベ
ル
の
連
携
へ
向
け
た
取
り
組
み
や
将
来
像
に
つ
い
て
、

見
解
を
交
え
て
情
報
交
換
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、
懇
親
・
情
報
交
換
会
を
奄
美
山
羊
島
ホ

テ
ル
で
実
施
。
約
30
名
が
出
席
し
、
交
流
を
深
め
る
と
共

に
、
今
後
の
沖
縄
・
奄
美
の
両
地
域
に
お
け
る
連
携
協
力

体
制
の
更
な
る
発
展
が
期
待
で
き
る
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

第
13
回
奄
美
・
沖
縄
経
済
交
流
事
業

〜
奄
美
と
沖
縄
両
地
域
の
観
光
産
業
連
携
の
可
能
性
を
探
る
〜 

第２部　懇親・情報交換会（奄美山羊島ホテル） 第１部　パネルディスカッション（アマホームＰＬＡＺＡ（市民交流センター）） 
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インボイス制度について
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鹿児島県
最低賃金

時   間   額 効 力 発 生 日 適  　用 　 範　  囲

                円 令和５年
10月６日

　　　　鹿児島県内のすべての労働者
　　　　及び使用者に適用されます。
　　　　　　　　　ただし、下表記載の産業に該当する場合は、
　　　　　各産業別最低賃金が適用されます。

産   業   名 時   間   額 効 力 発 生 日 適 　 用　  範　  囲

自動車（新車）
小　　売　　業 902円

令和４年

12月22日

　次に掲げる者を除く（ただし、鹿児島県最低賃金は適用されます）

　①　１８歳未満又は６５歳以上の者

　②　雇入れ後６月未満の者であって、技能習得中のもの

　③　清掃又は片付けの業務に主として従事する者

電子部品・デバイス・
電子回路、電気機械
器具、情報通信機械
器具製造業
（医療用計測器製造業を除
く、ただし心電計製造業は含
む）

897円

　左記の最低賃金は、令和５年度は改正がありません。

　このため、令和５年１０月６日から鹿児島県最低賃金８９７円以上の支払いが必要となります。

百貨店，総合
スーパー 897円

　　左記の最低賃金は、令和５年度は改正がありません。

　このため、令和５年１０月６日から鹿児島県最低賃金８９７円以上の支払いが必要となります。

●最低賃金は、臨時、パート、アルバイトなどすべての労働者に適用され、使用者は労働者に対し、最低賃金額以上の賃金を支払わなければなりません。

●特定最低賃金（産業別最低賃金）は、県内の特定の産業の労働者と使用者に適用されます。

　地域別と産業別の両方の最低賃金が同時に適用される場合には、高い方の最低賃金額以上の賃金を支わなければなりません。

　なお、「外国人技能実習生」は、「技能習得中のもの」には該当しません。

鹿児島労働局・労働基準監督署
https://jsite.mhlw.go.jp/kagoshima-roudoukyoku/

事業場内で最も低い賃金(事業場内最低賃金)を一定額以上引き上げ、設備投資など(機械設備、コンサルティング

①臨時に支払われる賃金（結婚手当など） ②一月を超える期間ごとに支払われる賃金(賞与など）
③時間外・休日・深夜労働に対する割増賃金 ④精皆勤手当、通勤手当、家族手当

確認しよう、最低賃金！

最低賃金に関する
お問い合わせ先

中小企業・ 小規模事業者の皆さんへ

【お問い合わせ先】 業務改善助成金コールセンター (☎０１２０－３６６－４４０) 又は
鹿児島労働局雇用環境・均等室（☎０９９－２２３－８２３９）又は

鹿児島働き方改革推進支援センター(鹿児島県社会保険労務士会内☎０１２０－２２１－２５５）

業 務 改 善
助 成 金

導入や人材育成・教育訓練)を行った場合に、支給の要件に応じてその費用の一部を助成します。

※最低賃金には、次の賃金は算入されません。

検 索業務改善助成金

地域別最低賃金

特定最低賃金 (産業別最低賃金 )

詳しくは、
こちら

生産性向上に向けた取組を支援しま
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